
一般社団法人 日本高度実践看護学会 理事選出関する細則

（目的）

第1条 この細則は、一般社団法人日本高度実践看護学会定款第 5章第21条及び第22条の規定に基づき、理

事候補者の選出に関し必要な事項を定めるものである。

（選挙権）

第2条 社員（評議員）は選挙権を有する。

（被選挙権）

第3条この選挙の被選挙権をもつ者は、当該年度に選出された社員（評議員）とする。

2 理事の再任回数は、定款第5条第6項の定めるところによる。

（定数）

第4条理事の定数は、定款第21条に基づき、3名以上とする 。

2理事の定数は、理事会が選挙公示前に定める。

（投票）

第5条 投票は、理事候補者を選出するための手続きとする。理事は、本細則により選出された理事候補者を

定款第22条に基づき評議員総会の決議によって選任する。

2理事候補者の選出は、無記名投票とする。

3社員（評議員）名簿の中から理事候補者を互選する。

4投票数は、当該年度に定められた理事定数の半数を上限とする。

（理事候補者の順位）

第6条 理事候補者は、全国の得票数の多い者から順に選出する。

2 得票数が同数の場合は、正会員歴、次いで生年月日の順とする。

3 順位が定まった理事候補者には、選挙管理委員会がその旨を通知し、その承諾を得る。

4 選出された者が事情により辞退した時は、次点の者から順に繰り上げて当選者とする。

（再選挙）

第7条理事候補者が定数に満たない場合は、選挙管理委員会は、再選挙を行う。

2 再選挙の被選挙人は、理事承諾者及び辞退者を除く社員（評議員）とする。

（欠員の補充）

第8条 理事に欠員を生じたときは、理事選挙における次点者をもって補充する。

（理事候補者の推薦）

第9条定款第 22条 3項に基づき、理事会は必要に応じて、正会員の中から理事候補者を推薦することがで

きる。

2 推薦された理事候補者は、評議員総会の選任を経て理事となる。

（改廃）

第10条 本細則の改廃は、理事会の議決による。

（附則）この選出規程は、平成30年 9月 19日から施行する。

（附則）この選出規程は、令和5年6月1日から施行する。　

（附則） 令和5年2月実施の選挙に関しては、再選挙を行う。被選挙人は、理事承諾者及び辞退者を除く社

員（評議員）、「理事選出に関する細則」（附則）に基づく再選挙で選出された社員（評議員）とする。ま

た、再選挙で 選出された理事は、令和4年度社員（評議員）による臨時評議員総会の決議によって選任する

本細則は、令和8年7月12日に一部改訂する。


